
初期近代英語綴字の一面
(AnAspectofEarlyModernEnglishSpelling)

一十 六 世 紀 前 牛-

徳 永 順
Ef:
LiEl

我々の服にふれる Bibleや,ShakespeaTeの作品,Baconのエッセイなど

は大抵 modernizedspellingで書かれていて, Originalspellingをうかがう

ことが出来ないO ここに16世紀前半に出版されたいくつかの作品の原版を見

る機会をえたので.分量が多くないのが残念だが, とりあえず之を元にして当

時の SPellingの大体を考えてみたい｡用いたテクストは

William Tyndale:from ･̀TheObedienceofChristianlT'Ian"1528

SirThomasMore:from HADialogueconcernyngeHeresyes"1528

from hTheConfutacionofTyndalesAunswere"1532

SirThomasElyot:from .'TheFirsteBokeoftheGouernour''1531

m ghLaitimer:from 仙TheSermononthePlougbersH1549

テクストを読んでみて気付くことは構文上今日と大差がないのに, 用語にい

くぶん今日の所謂古語廃語があり, 更に spellingが著しく風変 りに見えるこ

とである｡

spellingはこの後も動揺をつづけ,18世紀 Dr.Johnsonがかの大辞典を

出すに至って漸く今日の形に大体定着するに至ったという｡ 之には印刷術の普

及,学校での文法教授が与って力があったこと1思われる｡

さて採 り上げたテクストによれば, 当時の Orthographyは確立してはいな

かった｡つまり或語の Spellingが人によって異るのみでなく,同1人でも21寮

も3様もあった｡例えば,Moreには rede,reead,reders,reading,更にp.p.

把 read,redがある｡他の語に例をとれば S四akの外にspekeがあり,今巳
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の meetを mete,meateで表記 している｡このような spellingの多様性は,

しかし,発雷の多様性を示すものではなかった｡ Intellig王bjlity の範囲を逸脱

しないかぎり通電その場合場合で Spellingを定めたのであろう｡勿論そのとき

筆者の頭には在来の正字法があったことだろうが, その正字法とても今日のよ

うな精細厳密なものではなく大綱にとどまり, あとは筆者個人の判断に委ねら

れていた訳である｡ ただ当時すでに苦と綴の轟敵はかな り生じて居 り,ために

或吾を写すのに在来の様式をとった り (e.g.readp.p.),phonetic spelling

(e.蛋.red) に拠った りしたのであろう｡Wyldはこの praCtice(慣行)を

"occasionalspelling"と呼んでいる｡

今日と比べてもっとも眼につきやすい相異をいくつかあげてみると, まづ所

謂 mute è'の使用が頻繁なことである｡Tyndaleから例を引けば,

oure,fear,lighte,mighteste,folowe,ashe,thinges,honoure,lawe,

Christe,darke,maye,olde,darkely,excepte,shulde,heare,lesse,

walke,etc.

反対に WrOt,COmly,shamfull,wberin,ther,bony,wer,tast,imagen,

somwhat,etc.では落ちているo

尤も,therforeの外に thereforeもあり,wher-foreの一方 where-with

もある｡

次に ì'と ỳ'の使用法について今日では定まっているが,当時はそうした区

別がなかった｡Latimerから例をとれば,

hys,tyme,agaynst,Kyng,cityes,wllyche,pTyde,dyd(-did),dyed(

-died),yf,yll,ryche,rytche,wyth,sayd,mynte,reygning,tiranny,wyll,

etc.

第3に V̀'は語頭に,ù'は他の位置に開いられているo 尚 ù'を V̀'の代

りに用いることは17世紀に消失した.Moreから例を払けば,

vp,vpn,haue,serue,euer,neuer,liuely,el札 vnderstande,vnlemed,

vsuau,deuocion,dyuers,reuerently,conuer)ient,euangelistes,sauiour,

leuites.
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但し Tyndaleには eVery,bdeve,love,seⅣeth,geve(-give),haveゎ

例もある｡

第4に.j̀'はまだ一般化せず ì'が j̀'｢d3コを表している｡前3着ほど用例は

多くないが,

iudge,Iewes,Iobn叉は Ihon,主ust,abiecte,ioye,preiudice,iudgement,

maiestie,iauelyns,coniecte(-conjecture),iugulynge,iugledest(-iu-

ggle).

伯,Elyotには JuliusCesarが2回使われているo rd3｣青を表すため ì'

に flourishを加えて j̀'を作 り之を1般に用いだしたのは1630頃というo

最後に子音字を1っにするか重ねるかの点で今日のpraCticeと異った例が多

い｡Ellyotから引例すれば

legges,warres,equall,martial1,fledde,sette,Cruell,ennemies,al1･myg-

hty.

彼にはしかし enemiesの Variant もあ り,更に More,Latimerに bis-

shoppes,bishop;bishoppe,byshop;somme,SOme等occasionalspelling

がみられる｡

逆に'litle,bely,wel,folowe,Writen,arowes,bagage,socour,manerの

用例が Elyotにある｡

このように1つにするか重ねるかはかな り任意的で他に redles,riddles;shal,

shall;of,off;Cal,Call;wil,wyll;wel,well;litle,litlleなど例が多いO

何との外, 固有名詞は必ずしも大文字を用いず (e.g.israel.thebible,

english,christe,etc.),逆に稀に大文字を用いた例がみられる｡又apostrophe

はまだ用いられす従って革数所有格,複数,複数所有格の区別は COnteXtによ

らねば判じがたい.

放て以下今日の槙準英国語の雷を規準にして,之を表記する綴字に相違のあ

る語をみていきたいo尤 も当時の吾の中には今 日のそれと異っているものもあ

る訳だが, ここでは分類の便宜上問わぬこととし,要すれば各項で問題にする

とと忙しよう｡ まづ母音字,次に子吾字をみよう｡

-(22)-



(I) @ % S (VowelLetters)

Stressのある syllableの VOWelに限ることにする.初めに Presentday

EnglishSoundを掲げ,次にこの Soundを示す P･E･spellingをあげ,次に

この Spellingと異る spellingの語例をあげることにする｡

り )ri:〕

q)e-Ibee ME亡e:〕が15thc.⊂i:〕となったもの

b)eq-･clene,leve,rede,reder,mene,zele,speke,teche,mete,ecbe,

bete,lepらStreme,bestis(-beasts),repeted,bequeth,precher,

leest(-least),see(-sea)bayderoule(I-bead-roll),waiker(-

weaker),

但し 上記 には reading,speake,preach,meatの如きP.E.spellingをもつ

variantsもみられる｡このPEea〔i:]は ME〔E::〕が 15thc.末頃〔e:〕とな

り17thc.后半〔i:〕となったという｡

C)ee- the(-thee),se,seke,grekeorGreke,fre,grece(-Greece),

mete,meked,seme,kepe,speche,heles,nede,nedes,ben,bene,

sene,metely,fete,feding,tethe,dede,swetnesse,procede,

betwene,indede,deades(--deeds),neadest(-needest),feale

(-feel)gysse(-geese),

但しここでも sene,meteの外 seene,meeteの形がみられた｡ この PE

eeli:〕は ME⊂e:〕が 15thc.末頃 〔i:〕となって今日に至ったという.

d)ei- perceave,diceave,receave.

何れも Tyndaleからの引例で Frenchloanwordsである｡16tbc.の

èa'-spellngが示すように MEre:〕を示すoこの〔巳:〕が上述の如く(cp.

1.b.)ri:〕となった｡

e)eo･･･pe ple(但 ‡把Opleもあり)

この PEeori:]は,NormanFrencheo〔¢｣が英語に入って unrOund

されて 〔eり とな り,之が他の 〔eリ と共に 15thc.末頃⊂i:〕となった｡
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f)ie-･beleve,preste,releue(-reliefn･)vnbelefe,greue,leuer(-Iiefer),

felde.

元来 ●ie'は CentralOldFrenchの Spellingなので始め Fr.loanwords

だけに用いられて 〔e:｣を示していたのが,同じく re:｣をもつ native

wordsにも拡張されだした｡ここの felde(-field),preste(-pr]'est)

の外 grief,piece,believeなどさうである｡侍この 〔e:〕は前記の如く15

thc･に 〔i:〕となった｡

(2) 〔i〕

a)e-Englonde(-England),english〔-English)･

ME ではすでに e〔e〕が 〔gk,gg,nd3｣の前で 〔i〕とな り今 日に至っ

た｡stressedè'が 〔i〕の音をもつのは今日では外に prettyのみ｡

b)ee-byn(--been)但 weakform.

C) i･･･redle,steke,geve,geue,enches,prent,sence,gens(ともに-

sincel.

この例の外 ì'を用いて PEsl光llingと異らない語も多い (e.g･riddle).

この雷は大体 OE,MEを通じ今日まで変っていない｡

(3) 〔e〕

a) a-meany,meanye.

この meany(-many)はME｢mani〕だからMod･Eでは当然 ｢m品ni〕

となるべきであった｡さうならなかったのは名詞 many(OE menigeo)

の影響だろう (Jesf杷ren:Mod.Eng.Gram･I,3･213)とかanyの影響だ

(Wyld:Univ.Diet.)とか云われている｡

b)ai･-agenst.

今日は 〔ei〕というSpellingpronnnciation も行われている｡Jespersen

は 〔zei〕から 〔ei｣に移る途中 〔e:Jの段階で -nStのため shortenされ

て 〔e〕になった (M･E.G･I,4･312｣という.

C)e･-1at,wham,than,astate,lasse,wrastlynge,healp(但helpeも).

Tyndaleには Iatの外 letが,Elyotと I.atimerには than,then両
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形があるohinder,hindranceの意味ではつねに letが,allow の意味で

は ht,let何れも使用されている.次に thanと thenは今日相綾が分イセ

しているが元来同樺である｡

d)ea･･･bredthes,medowes,threten.reddeorred(何れもp.p),spred,

alredy,lepte,brestis(-breasts),dred,endeuour,helth(e),fesaunt

(-pheasant),welth,Wetheringe,waipon(-weapon)

なほ read(p･p.)の形もある｡PEea〔e〕は前述の如くle:〕が 〔e:〕と

な り,まだ 〔i:/lにならないうち短くなって 〔e〕となった.之は主に畢綴

語では子音が語尾で重なるとき,又語尾が薗苦のときに多い.

e)eo-1iberdes(-leopards)

この ME形には Iibbardsがある｡PEjeopardy,Leonaldの 〔e二Lは前述

｢e:]>｢i:〕の前,即ち 15thc･前半に短くなった.
f)ie-･frend(e〕 一

この 〔e｣は ME〔e:〕が 〔i:〕となる前短くなったため生じた 〔e〕であ

る｡この短縮は friendship′ frendly,etc.の母君が consonantcombi-

nationの前にあるため生じたもので,此が friendに及んだものである｡

(4) ｢zeJ
a)a.･.then/bond,domage(=damage),stondeth/vainquished

hondの外 hande,handelin-gの綴もあった｡PEa〔牢｣はMEa〔a〕が

16th･Cの経頃 ｢a≡〕にかわったと云われている. then(-than)につい

ていうならPEthell,thanはもと剛畏(OEthonne)だった｡PEstand,

handは MEでは à'と ò'の両形をもっていた.hon°,stondは ò'を

もつME形から来ているのであろうovain-は OFveincreから来ている｡

(5) 〔∝〕

a) a･･･person,meruel,sterue,tergate(-target),kerue(-carve),

meruaile,ferre(-far)/maister(-master),maistry(-mastery).

この PEa〔q:]は final〔r〕又は 〔r〕+子音の前に在るもので,古くは

a〔a｣だったのが1般的変化により〔ae〕とな り.之が L'r〕の影響で17th
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C･の頃 〔だ:〕と長くな り,この 〔32:｣か 18thc･に〔G:〕となったもので

ある｡この èr'は当時の〔Eer〕>〔2:r〕を示している｡maister,etc.につ

いて言えば,Chaucerで maister,OE で rna∋白esterとなっている｡

b)ea･･･herte,herken

発雷はMEre〕+〔rjであったのが ModEで〔cLりとなった｡今日の-ear･

の環は 16tbc.後半からである｡hartと区別するため heartとかくよう

になったのかも知れない｡

(6)〔〇〕

a) 0-gate(-got),natornot/strenger,lenger

nat,not両形をもっているのは ME(nat,not)の影響で, 同じことは

gate(<ME gat-got)にも云える｡ Strenger,lenger は mutation

comparisonの例だが,今日は -er,-estの comparisonとな り〔e〕は

nounform に残っている｡

(7)〔〇:〕

a) a- foltred(-falteredl

PEa〔〇:〕は今日のSpellingで云えぽ final〔1〕又は｢1〕+consonantの前

の aの吾で, この苦は ME〔aJが ｢lJの影響で MEの終頃 〔auJとな
り,rau〕という中間の段階 -foltredはこの時期- をへて 16-17thc.

の頃 ra:｣となった｡

b)au(aw)- ought,nought,bravl(-brawl),haukes,hauking.

之は MEau〔auJが 〔au〕という中間段階 -ought,noughtはこの吾

を示している-を-て 16thc.末から 17thc･始にかけて〔〇:〕となった｡

bravl,hauks,etc.はまだ 〔au〕であったかも知れぬ｡

C) 0-･loordes,moare,moo,mo(3者共-more),fourme,foorthforth,

furth(3者共-forth).

この grOupは ME〔o〕÷final〔rJ叉は 〔rJ+子音の結合におけるもの

で,このME〔o〕が 16thc.に今の〔〇:｣になったとされているemoo,mO

に於ては 〔rJは明かに ra:〕に吸収されてしまっている｡
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d)oa･-bro°e,abrode,sore(-soar).

この PEが示す 〔∂:〕は ME〔〇:〕が 〔r〕の前で 〔〇:〕 となったもので,

この膏の正確な推移を決定するのはむづかしいとされているが, 1椴には

｢〇:コが1般音声変化で 〔0:〕とな り,之が 〔rJの前の他のro:〕同様,17th

c.に〔oaJとなり,18thc.后半に⊂〇:コ,〔〇aJとなったとされている｡引例

は〔o:〕の段階に在るものと推定される｡

e)00-･dore

との母君は ME〔o:コであったが,〔rコのためru:コとならす,〔〇:〕,〔〇aJと

なったと Wyldはいう. (ShortHistoryofEnglish,S238)

(8)〔A〕

a) o･･･doone,thorowly(-thoroughly)

b)oo･･･bloud(e)(-blood).

之は ME〔o:〕が 〔u:コに高まり之が早く短 くなって〔uコとな り,次いで音

声変化をうけ〔Aコとなった｡bloudは〔u:コ叉は〔uコの吾を示していると思

われる｡

C)ou〔ow)-contre,contrey,(-country);yong,yonge;florish

今日owは語尾,final1,nの前,語中では母音の前に用い,他の場合 は

ouを用いている｡ PEourAJは ME〔u:コから来ていて,この 〔u:コは

diphtbong〔ou〕となる-16thc･初期-前に短くruJとな り, 16thc･

后半から 17tbc.の始めにrAJとなった｡

d)u- moch,moche,soch(但sucheもみられる),∑onne(-Sun),dome

(-dumb),combred,nosell(-ntRZle),ontaught(-un-),sondrye,

sprongen (-sprung),nombre, sloILber, begonne(--begun),

sodaynely/renne(-run),renner,rennymg.

この PE〔Aコは ME〔uJから来ていて 16thc.末から 17thc.にかけrAJ

となったという｡なお renneはMErenne(n)をうけついだものと思われ

る｡Wyldは infinitiveと presentの runが rinnen をうけつかず今

日runの形となったのは MEp･p･runnenの影響だろうと云 っている
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(UniversalDict)0

(9)〔uコ

a) 0- weoman(-woman)

この語の成立から云えば貫数形も複数形と同じく今日 〔wl'〕 を持つべきと

ころである｡引例の WeO-はこの 〔wl')に近い苦を示 している｡ cp.OE

wifman>MEwimman.佃この語が今日の辞と雷をもつに至ったprocess

は,〔i〕が〔W〕と〔m〕にはさまれて〔uコとな り,このru〕を示す文字は,

前后に W,m があるためをとらず O としたという｡

b)00-･loke,toke,boke,士ote,fotemen.sto°e,understo°e.

こめ吾は ME〔o:〕が 〔u:〕とな り,後に短くなって今日の〔u〕となった

C)ou-could(e);wo一d(e),would(e);shold,sbulde,should.

3着何れも unstressed positionによく使われるところから,古い⊂u:〕

が 〔u｣に短縮したものであるo could(e)の 1のない形は Tyndale に

coudest(-could)がある｡

(10)ru:コ

a) 0-doo,mooue(-move).

之はME〔o:〕が ⊂u:〕となったもの｡綴はこの例にみるように古く oo と

digraphであったこともある｡

b)oo･･･schole,scolemaster,士ode(-food),to(-too),forsoth(-forsooth)

/rotes,fol]'sh,profe,hoeves(-hooves,i,e･hoofs).

food,rootなどの〔u:〕は ME〔o:〕から来ていて 15thc.末 〔u:〕となっ

たという｡

C)ou- tborow (-through)

この語は OEthurh,MEthurgh,thurughから来ている｡ thor-の 0

は thur-の uの名残 りと思われる｡PEa.thorougb と同棟である｡

d)u- true,tmew,trouth,truetll;blew (-blue)

PEtrueは OEtr6owe,WS.triewe,MEtrew,trow,t:ruweで引例の

variantsも MEのそれから来ている｡膏はrju:〕を示してを り,後rr〕が
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発行しているため 17-18thc.の交に〔u:〕となった.

blew は,MEform も同じで,⊂ju:〕を示し後に 1のためやはりru:]と

なった｡

(ll)⊂∂:〕

a) e-hyr(-her),cleargie(-clergy⊃

hyrは MEher,hirの後者のformを受けたと思われる｡Cleargieでは

MEre〕が次の rr〕と共に 〔er〕となってearlyModEまでつづき,之

が17thc.に⊂ar〕となり次いで〔∂:]となったと云われる｡

b)ea- 1ern(但 leam も),erle(-earl),harde(-heard),vnherd

(-unheard),reherce,reherse,sherch(-search),yomyng

(-yearning).

之らは何れも後に rがある場合で,MEでは〔∈:〕の形と〔e〕の形の両方

があったが,re〕の方は 16thc.から 17thc.にかけ標準語から姿を消し

一方 〔e:〕の方は earlyModEで〔∂〕となり,後に長音化して〔∂:〕とな

った｡

C)i･-vertue,vertuous.

之は ME<OFrvertrlからで,今日の Vir-は I.atvirtdt-(em) から

生じた etym ologicalspellingであろう｡

d) 0-warse;warke,werke(共に-work)･

MEでは wur-と綴られ rwur-〕の膏を示していた｡ 引例では之が 〔

war-〕に近い膏だったと思われる｡〔wa:｣となったのはその後である｡

今日Oを用いるのはW の近く故uを避けたもの｡

e)ou-curtesie,curtesy.

古い Frencllloanwordで,元の⊂u:〕が 〔u〕と短くなって〔kur-〕とな

ったのが引例の苦であろう.との膏は 16.7世紀の交に 〔ar〕となり,次い

で ⊂∂:〕となった. 1方 PE〔ka:-〕の苦は 〔u:〕が短くならないそのま

｣の 〔ku:r〕から生じたもの｡

f)u･･･pourgatorie(-T)urgatOry)･
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引例の Ouは MEru〕をやはり示している｡この〔uJは 16thc.末から

17thc.初にかけ 〔arJとな り次いで 〔∂:〕となった｡

(12)〔ia〕

a)ea･･･eres(-ears),yeres(-years),clerer(-clearer),nere,fere,

aferde(-affeared,afraid),appereth.

之らは ME⊂E:r〕から来ているが,当時の正確な苦価は定めがたく,当時

の文法家によるも,まちまちで億)るという｡

(13)〔uaJ

a)00-･pre(叩Oreも)

ME〔o:〕から来た母音で｢･0:rJの吾を表していたようである｡のちro:r〕

は〔o:ar〕>ro∂〕>ru∂〕となった｡

(14)re∂〕

a)ea- beretb(-bearsv,)

ME〔CIコから来ていて引例は 〔be::r･]を示している｡この 〔e:〕は 〔r〕の

あるため re:〕>ri:〕とならずそのま ｣,残 り,17thc.に rE:ar〕>〔ea〕と

なったO

(15)⊂ei〕

a) a･･･straung(e),血unger,saulfe(-safe)

引例の -au･は 〔a:〕又は ra::･を示していたと思われる｡何れもFrからの

借入語で -au-は MEの綴をと㌔めている｡この雷は〔nd3〕を碓えている

場合後で〔ei〕となった.saulfeの Ⅰは語源綴｡MEsaufにはfの前の u

のおちた safができ,之から PE㌻seif〕が生れたと中島教授 (『英語発

達史』P.105)はいわれる｡

b)ai(ay)-ley(-laya.),maynteyne,nlayntene,SuSteyne,COnteyn,

pertene,grehoundes(-grayhounds)

之らは何れも今日の 〔ei〕だったと考えられる｡ 筒 agenst(-against)

には ⊂ej〕と 〔e〕の2様q)発雷が今日行われている｡

C)au°-gage(-gauge).
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この語は OFrau｢auコがME期中に 〔d3〕のため〔a:〕とな り,次いで

〔Ee:),〔e:〕をへて 17thc.に 〔ei〕と2重吾イセした｡ アメ])カでは,gage

と綴られている｡引例は 〔ei〕を示すと思われる｡

d)ea･-ye(-yea),grete(-great),yee(-yea)

PEyeaはnayの analogyによって 〔ei〕となった.

e)ei°ey)-regne,pray〔-preyn.),grehounde,conuaied･(-conveyed)

(16)〔ai〕

a)ei-ether,nether･

MEei〔eilから来ている｡今日 〔ai〕,(i:)の両形があるO 〔i:〕は北方英

語からきたと云われるが 〔al'〕の Origl.nについては諸説がありWrightは

`̀ofunknownorigin"といっているc

b)iHfrere(-friar)

MEは frereという同じform であるO苦は⊂eiコに近いものであろう｡

この 〔ei〕が後に 〔aiJとなり〔airJ>raiar〕>rai∂｣の prOCeSSをとった

と考えられる｡

(17)rou｣

a)eu(ew)-shew (-show)

今日sew と shewが rouJと発雷される｡show と shew は夫々 ME

showen,shewenの校を受け,膏は1方だけ今日残ったのである｡

b〕 0-goo,mooste,moost;toulde･

go,mostは 17thc.に rOu〕となった｡16thc.前半では 〔o:〕だったと

思われる. toldは MEoroJが 1ateMEに 〔〇uJとな り次いで今日の

〔ouJとなった.

C)oa-cote(-coat)

之はME6｢∂:｣に由来するもので,この吾は 16thc.前半に 〔o:｣とな り

17thc.に rOuコとなった｡

d)ou(ow)A-awne,shew (-show),pultrie(-poultry).

awne(-own)絞 OEagenから.shew は前述.
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し18)〔auJ

a)･ou(ow)-･proude,prowde,thousande,thowsande,doune(-down),

expowned(-expounded)･

ME⊂u:コから由来し,15thc･后半 ｢uw〕となり, 16thc.の初 rou〕,

17thc･初 rauJとなった｡ expownedの dの脱落については Cp.ME

expoun(d)en<Lat.exp6nere,̀tosetforth,explajn'･

(19)〔ju:J

a) u- dewe(-due)･cp･blew (-bhe) (cp.9･d)

以上 stressedsyllableにおける母音字に関する spellingは1応経ったが,

ここで母吾字の脱落付加 (PE を規準としたる)についてふれてみたい｡

a,i,u-.stressのない苦節で à'がおちているのに prentySe(-apprentice)

がある｡cp･Chaucer,̀prentis'.同じ例は pistle(-epistle)｡逆に

cbapiter.gentilman,capitaynらpalacies(-palaces)では ì'が付加さ

れているo

因みに PEgentleの ME形は gentil(<Lat.gentilis)である｡又 PE

chapter,captainは夫々Lat.capitulum,Capitaneusから｡更にbatayle

(-batte),castell(-castle),idell(-idle),monstruousがある｡

(I) 子 音 字 (ConEOnantletters)

前例にならい初めに PElettersを掲げ,次に之に相当する lettersを用例か

らとることにする｡ここでも PE と同じものは採らず異るもののみを挙げる｡

(1)PEc

a)S- practyse(n･),pasis(-paces),daunsinge(-dancing),counsell

(-council),aduise(n.).

PEadvise,adviceの使分けはまだ当時確立していなかったo

b)sc- disceave(-deceive)

C)ck･･･logycke,metaphisick.

d) k-･keretike,(atholike,kerue(-carve),Logike,rethorike.
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e)que･･･heretique. -queは Fr_style.

(2)PEcb

a)C- scolemaster,cronycle.

b) k･-stomakes.

C)tch･･･rytche(-rich).

(3)PEck

a) k-steke(-stick),striken(-stricken)･

(4)PEd

a)脱落･･･knowlege,wensday (-Wednesday),expowne(expound),

auenture(V.) perauenture,miniyshe(-diminish),disporte

(-sport).

最後の2例では di-がおちた り,ついた りしている｡

(5)PEf

Moreと I.atimerに of(-off)がある1方,of(-of)もあって形の上で

区別できぬが,,元来両者は 14thc.以前膏も綴も同じであった｡叉Tyndale

には iff(-if)があ り,Elyotにfesaunt(-pheasant),hoeves(-hoofs)

がある｡

(6)PEgh

a) g-gostlyく-inspirit,spiritually).

b)脱落-thorow (-through),delyte(-delight).

但 Latimerには t̀borow'と共に p̀lougheyng'もある｡

(7)PEgu

a) g- tonge,begile,tong,prologeS,garde,plaged,gesse.

元来 gu-は rg｣を表すため Fr･scribesが用いだしたものである｡

(8)PEh

a)wh･･.whome(-home).

b)脱落-yfX)Crite,CrOnyCle,rethorike.

C)付加-abhomynable,hable(-able),Corrhinthians･
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hableについては,cp.0Fr.habileくLat.habilem.

(9) PEj

a) j- 蹄述｡侍 PEで語頭に 〔d3｣をもつ語はすべて Norman French

から来ているo

b) g.･･popyTlgay,geStinge.

源語的には gestingが正しい｡

C)hi-Hieremy,Hierusalem,hierom (-Jerome)･

(10)PEk

a)ck-worcke,worckman.

b)qu.･･manqueller(]Le･mankiller).

(ll)PE1

a)脱落･-faukon(-fal00n),soudiour,(-soldier).coude(-00uld),

wordly(-worldly),rybaudry(-ribaldry)I

尤も souldiourと 1をもつ形も Elyot にある｡ 同じく彼の batayle,

bataile(共に-battle),castell(-castle),idell(-idle)は今日何れも

syllabic 1̀'になっているO

(12)PEP

a) b-liberdes(-leopards)･

b)付加-accomptes(-accounts).

C)脱落-South-hamton. この語は今日でも carefulpronunciationの場

合を除けば pは silentである｡

(13)PEs

a) C- sence(-sensel,councell(-counsel),treatice,encreace(-

increase)･尤もさいどの語には -Seの形も見られたD

b)sc.･･sclaunder(-slander).

C̀'の付加についてはcp.MEsclaundre,Lat.scandalum つまりscaTldal

はこの語とdoubletをなしている｡

C)sh- sherch(-search)
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との Sh-は Frchercherの ChrJ〕の影響か

(14)PEsh

a) C- facion,faccioll,(-fashion)･

(15)PEt

a) C.･･PE･tionで経る語に特に多い｡Tyndaleから例示すれば

promoclOn, dispensadon, tribulacion, persecucioTl, VnSadable,

imaglnaCIOn,interpretadon,exαpc1011,tradicioTl,eXpOSjdon,intenc-

ion,proposicion,assumpcioI-,fornicacion.

尤も･tion形もある｡e.g.affection,exhibition,vocation,congregation,

edification.

b)th-Sathan,rethorike. cp.Anthony&Antony

(16)PEth

a) t-･autour,auctour,auctor,(共に-author),auctorite,autorite(

-共にauthority).

ME 形は au(C)tor,Lat.形は auctoroなほ Moreに author,authorjtie

がみられる｡

b)d- Adelstone(-Athelstan).

この dは ｢6〕を写したもの.

(17)PEv

a) f-･actife(Elyot).佃Moreに Oure-Selfe,themselfe,Elyotに them-

selfesがあるが,Tyndleには youre-selves,them･selvesがある｡

b) u- 覇述O

(18)PEwh

a) h-･hole(-whole,entire),holsome (-wholesome),hole (-

healthgiving).

(19)PEz

a)S･･･hasardes,nosell(-nuz211e).
以上で子音字について大体のべたが,その脱落には他にdaImle(-damn')
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doute(-doubt)が Tyndaleにある｡更に彼に yer (i･e･ere,before),

shalbe(-shallbe),sprite(-spirit)'ye(-the),yt(-that),yu(thou),

wctl(-which),wJEl(-with),& (-and)が,Elyotに in･to,a･nother,

there･vnto,sith(-since)が,Moreに elles(-else),atones(-atonce,)

onely(-only)が,Latimerにnowa-dayes(-nowadays)のような面白

い Sf治llingがみられる｡
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